
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

保育目標～進級・入学を楽しみに過ごそう 
 １年間を子どもたちと一緒に振り返り、ちょっと難しかったけど頑張っ
たら（挑戦したら）できるようになったことをしっかりと認めていきます。
進級する保育室へ行って異年齢で遊んだり、給食を食べたり、ぞう組さん
は机と椅子で過ごす時間を作ったりして、4 月からの生活に期待や喜びが
持てるようにします。 

生活目標～身の回りのことを自分でしよう 

持ち物の始末や準備・着脱・片付けなど年齢に応じた身の回りのことが
できるよう、一人一人の様子を見守りながら、自分でしようとする気持ち
を大切にし、認めたり励ましたりしていきます。できたことを一緒に喜び
合うことで、自信につなげていきます。 

雪が積もることがないまま、暖かい日差しと風に誘われて、
桜のつぼみがふくらみはじめました。道端には、たんぽぽや
つくしもちらほらと見られるようになってきて、春が近いこ
とを知らせてくれます。そして、子どもたちからは「○○小
学校へ行くよ。」「今度はぞう組さんになるよ。」と、4月から
の新生活を楽しみにする言葉が聞かれるようになりました。 
 この１年間、保育所では子どもたちの生活する場や遊びの
環境について考え、実践する取り組みをしてきました。子ど
もたちはその環境の中で自ら工夫して遊ぶことで、心も体も
ずいぶん大きく成長したように思います。今月はクラスごと
に一人一人の育ちを振り返り、就学や進級を楽しみにしなが
ら、自信を持って 4 月の新しいスタートができるよう支えて
いきたいと思います。 
保護者の皆様の一年間のご協力に、心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

保  育  所  だ  よ  り 

  

３月の行事予定＊印については後日詳しくおたよりします。 

１日（金）誕生会・ひなまつり会【ミニコンサート】 

      保育所開放日・布団持ち帰り 

３日（日）清掃奉仕【8:00～10:00：終了後保護者会役員会】 

５日（火）お別れ会 

６日（水）弁当の日 

８日（金）ぞう組親子お別れ会【13:30～】＊ 

１１日（月）身体測定週・集金日（ぞう組） 

１２日（火）にじいろ倶楽部【多目的ホール 16:00～17:00】 

１４日（木）保育所開放日 

１８日（月）集金日（ぱんだ・こあら組） 

２０日（水）にじいろ倶楽部【多目的ホール 17:00～18:00】 

２１日（木）春分の日【祝日：休所】 

２５日（月）平成３０年度修了式＊ 

２７日（水）布団・衣類持ち帰り 

２８日（木）・２９日（金）希望保育＊ 

３０日（土）【年度末休所】＊ 

４月の行事予定 

１日（月）平成３１年度保育開始（用品・布団・衣類持ち出し） 

４日（木）入所のつどい 

ぞう組さん ご修了 おめでとうございます 
元気いっぱいの小学生になってね！！ 

平成３１年３月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

イカの一夜干し 

 

●ひなまつり会ミニコンサートについて（１日） 

歌の好きな女性グループ『heart  Limb(ハートリム)』さんをお招きしてミニコ

ンサートを行います。在宅のお子さんもお迎えして、歌や劇・手遊びなど楽しいひ

とときを過ごします。 

●清掃奉仕について（３日） 

事前におたよりでお知らせしていますとおり、8 時から行います。ご協力をよろ

しくお願いします。 

●お別れ会について（５日） 

 修了するぞう組さんと他のクラスの子どもたちとのお別れ会をします。 

●集金について（１１日・１８日） 

ひよこ～ぱんだ組は新年度用品の集金と、ぞう組は主食費のみ集金させていただ

きます。年度末のため、いつもの月より早めの集金日となっておりますが、よろし

くお願いします。 

●布団・衣類持ち帰りについて（２７日） 

年度末のため、衣類もすべて持ち帰っていただきますのでよろしくお願いしま

す。布団は綴じ付けと記名・衣類は記名を点検され、4 月１日（月）にお持ち出し

ください。 

●希望保育について（２８日・２９日） 

来年度の準備のため、希望保育とさせていただきます。保育希望調査は、3 月初

めに行います。保育を希望されたお子さんは、お弁当と水筒をお持ちください。離

乳食のお子さんも弁当が必要です。 

お知らせ・お願い 

❤子育て通信❤ 
ネット・ゲーム依存は病気です！！低年齢化にどう向き合うか 

スマートフォンなどのゲームにのめり込み、日常生活に支障を 

きたす症状が「ゲーム障害」として世界的に「病気」として認め 

られるという記事が、１月２６日の朝日新聞に掲載されました。 

鹿児島市の心療内科医の増彰則さんが行ったネット・ゲーム依 

存症についての保護者アンケートで、２歳から６歳で３０％が 

「やめさせようとするとイライラする」と答えているそうです。 

暴力的なゲームを長時間続けたり、刺激的な映像を長時間見続 

けたりすると他人の痛みを感じる脳の中枢は鈍く、自らの痛み 

を感じる中枢は過敏に反応して攻撃的になること、また、低年 

齢ほど依存になりやすく、回復に時間がかかることも確認され 

ているそうです。依存は睡眠障害を引き起こし、依存を疑われ 

る子どもは寝つきが悪く、怖い夢を見る割合が高いそうです。 

増彰則さんは「治療が難しいため、予防に重点を置く必要があ 

る」として次のような対策を打ち出しています。 

 

 

 

職員出張関係（△は午後からの研修）      

２日 △島根県スポーツ指導者研修会～福田 
４日  キャリアアップ研修～岡幸枝（６日まで） 

命を大切にいただく食育活動 

魚の調理 

吉川商店さんといくまさんに来所していただき、イカや
ブリをさばいたり、魚について質問をして答えてもらった
りしました。全クラスが順番に見学し、命の大切さや、体
の仕組みを知り科学の芽を育てる体験となりました。 

イカの
お腹の
中が見え
るね 

☆５歳まではスマホ、ゲームはさせない。 

☆学童期も１日３０分以内が望ましい。 

☆午後９時までに親子一緒にスマホ、ゲーム機を鍵のかかる場所に置き、 

ベッドに持ち込まない。 

保育所でもチャレンジシートを行っていますが、進級・入学のこの時期に

今後も上手なメディアとの付き合い方を考えていきましょう。 

 これが目、 

これが口だ 

おおきい
頭だね 


